
 

 

 

 

１１１１    単元単元単元単元についてについてについてについて    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

２２２２    単元目標単元目標単元目標単元目標    

   本単元では，生活に見られるてこについて興味・関心をもって追究する活動を通して，てこの規則性に

ついて推論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，てこの規則性についての見方や考

え方をもつことができるようにする。  

 

【指導観】 

指導にあたっては，上記の単元の特性を踏まえるとともに（◎），児童の課題に対応するため（○），次

の５つの指導の工夫を行う。 

◎児童の心を揺さぶり，「なぜ」「どうして」を感じることのできる課題提示の工夫を行う。（工夫①） 

◎考察の場面においては，自分の考えをもとにグループやペアでの「学び合い」を取り入れ，話し合い

活動を充実させる。（工夫③） 

○支点からの距離とおもりの重さの関係を表にし，てこの規則性を捉えられるようにする。（工夫②） 

○実験結果をもとに根拠を明らかにし，自分の考えや思いを文章化させる。（工夫③） 

○てこのきまりを導き出すまでの過程の一つ一つにおける気付きを大切にし，規則性を見つけさせる。                                      

（工夫①） 

  

理科理科理科理科学習指導案学習指導案学習指導案学習指導案        

てこのはたらきてこのはたらきてこのはたらきてこのはたらき    
日時 平成２３年１０月２１日（金） ６年２組教室 

学年 第６学年２組 ３２名                   指導者 岸本 千香子  

【単元観】 

 本単元は，学習指導要領第 6学年

A物質・エネルギー（３）てこの規

則性「てこを使い，力の加わる位置

や大きさを変えて，てこの仕組みや

働きを調べ，てこの規則性について

の考えをもつことができるように

する。」を受けて設定されたもので

ある。 

 てこには，３点（支点，力点，作

用点）があることを理解したうえ

で，力の大きさや力を加える位置を

変えると，てこが物を動かす働きは

どのように変わるかを調べ，てこが

水平につり合うときには，それらの

間に一定のきまりがあることなど

を捉え，てこの規則性についての見

方や考え方ができるようになるこ

とをねらいとする。また，身の回り

の様々な道具で,てこの規則性が利

用されていることをとらえること

ができる学習内容となっている。 

【児童観】 

本学級の児童は，「理科の学習についてのアンケート」にお 

いて，理科の時間が「好き」「どちらかと言えば好き」と答え

た児童は，81％を占め，理科の時間を楽しみにしている児童

が多く，積極的に取り組むことができる。また，単元テスト

の科学的な思考・表現の観点を分析すると，４月に比べ 1学

期末では，3ポイントアップしている。 

本単元の内容に関する事前の調査では，次のような状況で

あった。 
質問事項 肯定的回答率 

「てこ」という言葉を知っている。 ８４％ 
「てこ」についてどんなことを知っ

ているか。 
・「支点」「力点」「作用点」がある。 
・重いものを持ち上げるのに楽。 
・言葉だけ知っている。 

 
 

２２％ 
１８％ 
６０％ 

授業の様子やアンケートの結果から，次の３点が課題と捉

えている。 

①根拠をもって予想したり，結果から分かることをまとめた

りすることが苦手な児童がいる。 

②経験や既習などから予想し，予想を解決するための実験方

法を考え，課題を解決するための見通しがもちきれていな

い。 

③遊びの経験から，シーソーがつり合うときのイメージや普

段使っているはさみやホッチキスがてこと関係しているこ

とは知らない。 



３３３３    単元単元単元単元のののの系統性系統性系統性系統性    

エネルギー 

エネルギーの見方 エネルギーの変換と保存 エネルギー資源の有効利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

    

    

４４４４    学習学習学習学習計画計画計画計画・・・・評価計画評価計画評価計画評価計画（（（（全全全全１１１１１１１１時間時間時間時間））））    

        評価規準 

次 学習活動 

自然事象への 

関心・意欲・態度 

科学的な思考・表現 

観察・実験の 

技能 

自然事象についての

知識・理解 

<棒で重いものを持ち上げよう> 

・1 本の棒を使って重い物を持ち

上げるには，棒をどのように使っ

たらよいか話し合う。 

【１/３】 

 

棒を使って楽に物を

持ち上げることに興

味をもち，進んでその

方法を予想し，見つけ

出そうとしている。 

         

 

・力点や作用点の位置を変えた 

ときの手ごたえの違いを調べ 

る。 

【２/３】    
    

     

てこを使って楽に物 

を持ち上げるには，作

用点の位置や力点の位

置をどうしたらよいか

を予想し，自分の考え

を表現している。 

        第
一

次
（

３
）

 

・てこを傾けるはたらきについ 

てまとめる。                

【３/３】    
 

            作用点の位置や力

点の位置を変える

と，てこを傾けるは

たらきが変わること

を理解している。 

 

<てこのはたらきにはどんなきま

りがあるか> 

・左右のうでにつるすおもりの 

位置と重さを変えて，てこが 

水平につり合うときのきまり 

を調べる。 

【１/４・２/４】 

         
てこが水平になる

ときの左右のおもり

の位置と重さについ

て，定量的に調べ，記

録している。 

    

 

・実験の結果から，てこが水平に

つり合う時，どんなきまりがあ

るか調べる。 

【３/４】 

 

 

  

てこが水平につり合

う時のきまりについ

て，予想と実験結果と

を照らし合わせて，推

論し，自分の考えを表

現している。 

  

第
二

次
（

４
）

 

 

・てこが水平につり合う時のき 

まりをまとめる。 

【４/４】 

   てこが水平につり

合うのは，おもりの

重さと支点からの距

離の積が左右で等し

いときであることを

理解している。 

 

６年「てこの規則性」 

・てこのつり合いと重さ 

・てこのつり合いの規則性 

・てこの利用（身の回りにあるてこを利用した道具） 

中学１年「力と圧力」 

５年「振り子の運動」 ４年「電気の働き」 

  ３年「風やゴムの働き」    ３年「光の性質」       ３年「磁石の性質」 

中学１年「光と音」 

中学３年「運動の規則性」     「力学的エネルギー」 
中学３年「科学技術の発展」 

３年「電気の通り道」 

５年「電流の働き」 

中学３年「自然環境の保全と科学技術の利用」 

    中学２年「電流」  「電流と磁界」 

 

 ６年「電気の利用」 

中学３年 「エネルギー」 



 

<てこが水平につり合うときのき

まりを使って物の重さを調べよ

う> 

・水平につり合った棒で，物の重 

さを比べるときのきまりをまと 

める。 

【１/３】 

 

   水平につり合った

棒の支点から，等距

離に物をつるして，

棒が水平になると

き，物の重さは等し

いことを理解してい

る。 

・てこやてんびんを利用したはか 

りを作ろう。 

【２/３】 

てこやてんびんを

利用したはかりに興

味をもち，学習したこ

とを活用しながら，進

んで製作し，重さを比

べたり調べたりしよ

うとしている。 

 

   

第
三

次
（

３
）

 

・左右の太さが均等ではないも 

のを使って，てこの規則性が成

り立つかどうかを確かめる。 

【本時３/３】 

 左右の太さが均等で

はない物でも，てこの

きまりが成り立つこと

を，予想と実験結果と

を照らし合わせて推論

し，自分の考えを表現

している。 

 

  

第
四

次
（

１
）
 

 

<てこを利用した道具を探そう> 

・てこを利用した道具の支点，力

点，作用点を見つけ，道具の仕

組みと働きの様子を調べる。 

【１/１】 

 

   身のまわりには，

てこの規則性を利用

した道具があること

を理解している。 

    

５５５５    本時本時本時本時のののの目標目標目標目標    

   左右の太さが均等ではないものを使って，てこの規則性が成り立つかどうか考えることができる。 

                                                                                                                                                    （科学的な思考・表現） 

６６６６    準備物準備物準備物準備物            

左右不均一な棒，おもり，クリップ 

    

    

７７７７    授業授業授業授業ののののポイントポイントポイントポイント    

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

考える     →       学び合う      →     実感する 

  予 想             結果の交流          考察・まとめ 

まず，支点

の位置を

きめる。 

不均一な棒

の時は，太

い方に傾く

であろう。 

同じ重さのお

もりを，支点

から同じ距離

につるすと，

つり合った。 

棒が不均一

なてんびん

でも，てこ

の規則性が

成り立つ。 

太さが違う

ものでも，お

もりの重さ

×支点から

の距離が左

右同じであ

ればつり合

う。 
 



    

８８８８    本時本時本時本時のののの展開展開展開展開    （（（（10/1110/1110/1110/11））））    

○
言は言語活動  決は自己決定の場 存は自己存在感を与える場 共は共感的な人間関係の場 

 
学習活動と予想される児童の反応 指導上の留意事項(○)・評価の観点（◎） 

本時 

   

 

 

 

○言  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１ 形が不均一な棒を見て，てんびんとして使える

のか話し合う。 

２２２２ 学習問題学習問題学習問題学習問題を把握する。 

    

    

３３３３    既習事項の振り返りをする。 

４４４４    学習問題学習問題学習問題学習問題のののの仮説仮説仮説仮説を立てる。 

・てこの規則性が成り立つとすれば，おもりの重

さ×支点からの距離が左右で等しいと，つり合

うだろう。支点を決めて，支点から同じ距離に

おもりをつるせば良いと考える。 

 

５５５５    実験実験実験実験を行う。 

・それぞれの道具を使って調べる。 

・つり合わないときは，支点からのおもりの位置

やおもりの重さを変える。 

         

    

    

    

６６６６    結果結果結果結果のののの発表発表発表発表 

・太さが違うものでも,おもりの重さ×支点からの

距離が同じであればつり合った。 

・支点からの距離が左右同じならばつり合った。 

７７７７    考察考察考察考察    

  実験の結果，支点を決めて，おもりの重さ× 

支点からの距離が左右同じであればつり合った。 

 このことから，棒が不均一なときにもてこの 

規則性が成り立つということが分かった。 

    

８８８８    まとめまとめまとめまとめ    

    

９９９９    次時次時次時次時のののの予告予告予告予告    

  身のまわりにあるてこを利用した道具を探す。  

○形が不均一な棒を用意し,興味をもたせる。 

 

 

 

 

○てこの規則性を想起させる。 

 おもりの重さ×支点からの距離が左右で等

しい時につり合う。 

 

 

 

 

 

○支点の位置を見つけさせる。 

○正しく支点をとれていないグループの例を

取り上げる。 

○おもりの重さを同じにして，支点からの距離

が同じ時，てこが水平につり合うことを実験

を通して発見させる。（Ａ） 

○おもりの重さ×支点からの距離が左右で等 

しい時，てこが水平につり合うことを実験を 

通して発見させる。（Ｂ） 

 

 

 

 

◎左右の太さが違う棒でも，「おもりの重さ」

×「支点からの距離」が成り立つことを考え

ることができる。【科学的な思考・表現】 

（ノートの記述・発言内容） 

 

 

 

 

左右の太さが違う棒でも，てこの規則性が成り立つのだろうか。 

左右の太さが違う棒でも，てこの規則性が成り立つといえる。 

存

決

共

（Ｂ） （Ａ） 



９９９９    板書計画板書計画板書計画板書計画    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

１０１０１０１０    ノートノートノートノート計画計画計画計画    

    

10/21 

学習問題 

 

 

 

予想 

 

 

 

 

 

実験 

 

 

 

てこのはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①支点を見つける。 

②おもりの重さ，支点からの距離を変えて調

べる。 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

考察 

 

 

 

 

 

結果 

 

 

 

 

 

１０／２１ てこのはたらき 

学習問題                      まとめ 

 

 

 

予想                        考察 

                            

                          

 

 

実験                        実験結果                      

 

左右の太さが違う棒でも，てんびんとして使えるの

だろうか。 

 

 

・てんびんとして使える。 

なぜなら・・・だからである。 

 

・てんびんとして使えない。 

なぜなら・・・だからである。 

左右の太さが違う棒でも，てんびんとして使える。 
 

左右の太さが違う棒でも，てんびんとして使え

るのだろうか。 

おもりの重さ×支点からの距離が左

右同じであれば，つり合った。 
 このことから，棒が不均一なときに

も，てこの規則性が成り立つというこ

とが分かる。 

左右の太さが違う棒でも，てんびんとして

使える。 

 

・てんびんとして使える。 

なぜなら・・・だからである。 

 

・てんびんとして使えない。 
なぜなら・・・だからである。 

 

①支点を見つける。 
②おもりの重さ，支点からの距離を変えて

調べる。 

それぞれのグループごとに絵や文で

表す。 

おもりの重さ×支点からの距離が左

右同じであれば，つり合った。 
 このことから，棒が不均一なときにも

てこの規則性が成り立つということが

分かる。 

・太さが違う棒でも，おもりの重さ×支

点からの距離が同じだと，つり合っ

た。 
・支点からの距離が左右同じとき，つり

合った。 


